
　
短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

と
は
、
一
時
的
に
施
設
に
宿
泊

し
て
生
活
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
食
事
・
入
浴
・
排
せ
つ
な
ど

の
生
活
介
護
と
簡
単
な
機
能
訓
練

を
行
う
短
期
入
所
生
活
介
護
と
、

生
活
介
護
を
行
い
つ
つ
専
門
の
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
も
と
で
リ
ハ

ビ
リ
を
行
う
短
期
入
所
療
養
介
護

が
あ
り
ま
す
。（
図
１
）

ど
う
い
う
人
が
利
用
で
き
る
の
？

　
利
用
す
る
に
は
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ

り
、
介
護
度
に
よ
っ
て
利
用
で
き

る
日
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
す
る
か
た
の
体
調
不
良
や

冠
婚
葬
祭
な
ど
で
、
一
時
的
に
介

護
が
で
き
な
い
場
合
に
利
用
す
る

ほ
か
、
介
護
す
る
か
た
が
休
息
す

る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

利
用
し
た
い
と
き
は
？

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
利
用
希
望
と
と
も
に
、

利
用
し
た
い
期
間
や
リ
ハ
ビ
リ
が

必
要
か
ど
う
か
を
伝
え
ま
す
。

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
本
人
や

家
族
、
主
治
医
や
ほ
か
の
関
係
者

か
ら
い
た
だ
い
た
病
気
や
薬
、
普

段
の
生
活
に
つ
い
て
の
情
報
を
も

と
に
、
そ
の
人
に
合
っ
た
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。（
図
２
）

短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）　
編

濵谷憲司支援相談員

図１ 短期入所（ショートステイ）の種類とサービスの違い

図2

ケアマネジャーへ相談し、
希望に沿った事業者を探す

ケアマネジャーからの情報をも
とに受け入れが可能かどうかを
事業者側で検討する

受け入れ可能 なら、ケア マネ
ジャーと事業者の担当者がケア
プランを作成する

ケアプランが完成したら、事業
者と契約を行い利用開始する

※上記の流れは一例であり、事業
者や利用者の状況によっても異な
ります。

ショートステイの利用までの流れ
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鳥
羽
で
最
期
ま
で
暮
ら
そ
う

在
宅
医
療
を
支
え
る

　
　
多
職
種
の
役
割
を
知
ろ
う
！！

短期入所生活介護 短期入所療養介護
送迎 ○ ○
食事 ○ ○
入浴 ○ ○

レクリエーション ○ △
リハビリ
（機能訓練） △ ○

事業所 有料老人ホーム
特別養護老人ホーム

介護老人保健施設
介護療養型医療施設

「鳥羽市在宅医療・介護連携部会」市民公開講座
大切な人を看取るときに知っておきたいこと

～やすらかな最後のときに～

　家族の大切な人が最期のときを迎えられるまで、抱える不安を取り除
き、大切な人との残された時間を心の準備をした上で過ごしていただく
ために、それまでにみられる身体の変化をあらかじめ知っておくことや、
対処方法を理解しておくことが大切です。
　大切な人を住み慣れた地域や自宅で、最期のときをやすらかに看取る
ために、この講座を開催します。

と　　き　３月18日（日）　午後１時30分～３時
と  こ ろ　保健福祉センターひだまり２階・ひだまりホール
講　　師　四日市市羽津医療センター
　　　　　訪問看護認定看護師　松下 容子　氏
申込期限　３月14日（水）
※申し込み方法などくわしくは健康福祉課地域包括支援センターに問い合わ
せてください。
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